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横浜メルズ 
株式会社はやぶさパートナーズ 

女子プロハンドボールを、地域課題を解決する力に 

女子ハンドボールチーム「横浜メルズ」、           
日本ハンドボールリーグ「リーグＨ」参入へ始動 

～ 8 月 3 日、地域共創構想発表記者会見を開催 ～ 

女性活躍・子どもの育成・健康増進に取り組む企業・自治体との共創パートナーシップを始動 

 
株式会社はやぶさパートナーズ（本社：神奈川県横浜市港北区、代表取締役：恵比須 潤）が運営す

る女子ハンドボールチーム「横浜メルズ（YOKOHAMA MERS）」は、日本ハンドボールリーグ機構

が運営する国内トップリーグ「リーグＨ」への参入に向けた活動を本格始動したことをお知らせいた

します。 

横浜メルズが目指しているのは、試合を行うだけのスポーツチームではありません。女性アスリート

の雇用とキャリア形成、子どもたちの運動機会の創出、学校部活動の地域連携、住民の健康づくりな

ど、女子プロハンドボールを地域課題の解決につなげるチームを目指し、企業・自治体・医療機関・

教育機関との地域共創プロジェクトを進めてまいります。 

この構想をより詳しくご説明する記者会見を、2026 年 8 月 3 日に開催いたします。会見では、リーグ

Ｈ参入に向けた計画とともに、横浜メルズと一緒に地域の未来をつくるスポンサー企業および連携自

治体の募集方針を発表します。詳細は本リリース内「記者会見概要」をご覧ください。 

■ 背景：関東における女子プロハンドボールチーム不在という課題 

ハンドボールは世界 209 の国と地域が加盟する国際的な人気競技であり、日本国内でも競技人口は約

10 万人にのぼりますが、女子選手の多くは高校卒業を境に競技を離れる傾向にあります。特に関東エ

リアは女子ハンドボール登録者数が全国最多である一方、本拠地を置く女子のトップリーグ所属チー

ムが 2004 年以来なく、競技を続けたくても続けられる環境がないという構造的な課題を抱えていまし

た。 



神奈川県はハンドボールの歴史が古く、多くの有力選手を輩出してきた土地です。この地に女子プロ

チームを設立することで、選手・審判・指導者・運営スタッフなどの雇用の創生、女子選手のセカン

ドキャリア、そして次世代のこどもたちの目標となる存在を目指します。 

■ MERS について 

「MERS」は、フランス語で「海」を意味する“la mer”を語源とし、Marcher（歩む）・Ensemble（共

に）・Region（地域）・Sourire（笑顔）の頭文字を組み合わせたチーム名です。神奈川の皆さまと共

に歩み、ハンドボールを通じて笑顔を届けたいという想いを込めています。2026 年 6 月には関東社会

人ハンドボール選手権大会で優勝を果たすなど、着実に実績を積み重ねています。 

■ 横浜メルズが目指す地域共創モデル 

横浜メルズは、チーム、企業、自治体、医療機関、教育機関がそれぞれの強みを持ち寄り、次の 5 つ

の地域課題に取り組みます。 

・ 女性アスリートの雇用・キャリア支援 

・ 子どもの運動機会とスポーツ教育 

・ 部活動の地域展開への協力 

・ 健康づくり・医療との連携 

・ 地域の魅力発信と交流人口の創出 

■ スポンサー企業に提供する価値 

ユニフォームや会場への広告掲出にとどまらず、企業 PR、社員向け観戦機会の提供、女性活躍・健康

経営との連動、選手雇用支援、地域イベントへの共同参加など、企業の経営課題や社会貢献方針に合

わせた連携を提案します。 

■ 連携自治体と実施したい取組 

横浜メルズは、活動拠点に限定せず、チームの理念に賛同する自治体との広域的な連携を目指しま

す。小中学生向けハンドボール教室、部活動地域展開への指導者派遣、高齢者向け健康教室、地域イ

ベントへの選手派遣など、自治体ごとの課題に合わせた事業を、包括連携協定をはじめとするさまざ

まな形で企画します。 



■ 代表コメント 

「私たちは神奈川から、新しい波を世界へ届けたいという想いで YOKOHAMA MERS を立ち上げ

ました。関東には女子プロハンドボールチームがまだ存在せず、競技を続けたくても続けられない

選手がたくさんいます。この度、リーグＨ参入に向けた活動を本格始動し、女子プロハンドボール

の新たな可能性を、そして女性アスリートが活躍できる新たな舞台を、この神奈川から切り拓いて

まいります。」 

女子ハンドボールチーム「YOKOHAMA MERS」代表 恵比須 潤 

■ 記者会見概要 

名称 横浜メルズ リーグＨ参入・地域共創構想発表記者会見 

日時 2026 年 8 月 3 日（月）11 時 

受付開始 開会 30 分前 

会場 新横浜グレイスホテル 6 階「フェリーニ」 

住所 〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-6-15 

アクセス 「新横浜駅」より徒歩約 1 分 

主催 横浜メルズ／株式会社はやぶさパートナーズ 

対象 報道関係者、企業・自治体・スポーツ関係者 

参加費 無料・事前申込制 

撮影 スチール・動画撮影可 

 

■ 記者会見での主な発表内容 

・ ① リーグＨ参入に向けた基本方針 

・ ② 横浜メルズの中長期ビジョン（横浜メルズが目指す地域共創モデル） 

・ ③ チームの運営体制 

・ ④スポンサー企業・連携自治体の募集方針 

・ ⑤ 今後検討中の事項（チーム名を含む） 

 

 



■ チーム概要 

チーム名 YOKOHAMA MERS（横浜メルズ） 

運営会社 株式会社はやぶさパートナーズ 

代表者 恵比須 潤 

設立 2026 年 3 月 

所属選手数 9 名（女子） 

主な戦績 2026 年関東社会人ハンドボール選手権大会 優勝 

主なスポンサー 医療法人社団やまびこ、医療法人社団高志会、株式会社キィニョン 等 

スローガン 神奈川から新しい波を世界へ 

■ 会社概要 

会社名 株式会社はやぶさパートナーズ 

代表者 代表取締役 恵比須 潤 

所在地 神奈川県横浜市港北区大豆戸町 1210-1-101 

事業内容 女子ハンドボールチーム「YOKOHAMA MERS」の運営 等 

本件に関する報道関係者様・取材お申込みに関するお問い合わせ先 

株式会社はやぶさパートナーズ 広報担当 行本 

住所：神奈川県横浜市港北区大豆戸町 1210-1-101 

メールアドレス：y.mers.handball@gmail.com 

  


